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News Letter 

この度は、第 14回「ドナーファミリーの集い」 

ならびにチャリティーマラソン 

「ラン・フォー・ビジョン」にご協力、 

ご参加頂き、心より御礼申し上げます。 

  

平成 10年 10月 10日に開始いたしました本大会も、お蔭様で 14年目を

迎えました。この大会は、ご献眼下さいましたドナーの皆様のご冥福を

お祈りし、そのご決断を頂きましたご家族の皆様に敬意を表し、更に

は、角膜移植により視力を回復された患者様や手術に係った医師・看護

師、ボランティアが一堂に会し、視力の大切さを皆様に認識して頂き、

また、アイバンクについて知って頂くために開催させて頂いておりま

す。 

 

  

センター長よりご挨拶  
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第 14回 

ドナーファミリーの集い 
 

アイバンク 

チャリティーマラソン 

ラン・フォー・ビジョン 
 

 

 参加者は、ドナーファミリーの集いに 155名、 

ラン・フォー・ビジョンには、12名の視覚障害者と、

伴走を務めてくれた来春の箱根駅伝に出場するシード

校の選手 7名、100名のボランティアを含む、計 500

名のご参加を頂きました。 

    昨年 7月に臓器移植法が改正されたこともあり、

さらに角膜移植医療について知って頂き、また、ご献眼をご家族の

皆様でお話し頂くきっかけ作りとなれば、有意義であると考えてお

ります。 

 目の愛護デーに、皆様とともに、視力の大切さ 

に触れ、また楽しいひと時を過ごすことができ 

ましたこと、心より感謝申し上げます。 

 

坪田一男先生 

司会 木幡 美子様 

厚生労働省 間 隆一郎様 

溜 裕美子先生

  

島﨑 潤先生 

麻布ライオンズクラブ 宮嶋 茂樹様 

ライオンズクラブ国際協会 330-A地区 

第 1副地区ガバナー 阿久津 隆文様 

麻布ライオンズクラブ 宮嶋 茂樹様 
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当アイバンクには、これまでに「650名」の方がご献眼下さっております。今

年もこの集いにおいて、ドナー様のご冥福をお祈りし、ドナーファミリーの方

々の勇気あるご決断に、心より感謝の気持ちをお伝えしました。 

 

今年は、ドナーファミリーの集いの会場を東京国際フォーラムに移し、円卓

席を御用意させて頂きました。また、思い出の品をお持ち頂き、御歓談の際に

たくさんの方々と交流して頂き、皆様の御気持ちをドナーファミリーの集いを

通してお伝え頂きました。ここで、ドナーファミリーの集いに御参加頂いた方

から御感想を頂戴しましたので、2点ご紹介させて頂きます。 

 

『ドナーファミリーの集いに今回初めて参加しました。 

亡くなられたご家族への癒えぬ悲しみが、時とともに内面化されてゆくお話は、私自身の

体験と重なりとても癒される思いでした。続いてご紹介いただいた患者様や提供者のご家

族、また医療に携わる方のお話を伺ううちに、ここには様々な体験や思いがともに集い寄り

添っていることをあらためて知らされました。その後の歓談の時間では思い切ってお話を始め

ると、ふっと緊張がほどけ自然な会話を続けることができました。それは決して立ち入った内

容ではありませんが、お互いの想像力で思いやる温かさが感じられました。病や死を共通体

験として集うこの会の意味が、私なりにつかめた気がします。今までには無かった心のよりどこ

ろが出来たような安堵感もあります。この会に参加出来たことで、また一つ悲しみや喜びが

丁寧に心に刻まれたように思います。』（ドナーファミリー 猪野純様） 

 

『１０月のドナーファミリーの集いで、角膜をいただいた感謝の気持ちや術後の不安などを述

べさせていただいたことが昨日のことのように思い出されます。 

 この集いは、患者さんの喜びと感謝のお手紙、ビデオレターの中のはじける笑顔に接し、ド

ナーファミリーの亡くなられたご家族への深い愛情や、献眼の決断をして良かった、と思ってく

ださったことなど、今の率直なお気持ちに耳を傾けるとても良い機会だと思っています。 

 光を取り戻したことによって、より前向きな気持ちになり、好きなことにチャレンジできる、そ

んな方の「こえ」をたくさん読ませていただきました。私を含めて、なんて幸せなことでしょう。 

 自分の右眼で頑張ってくれている角膜への愛情、ドナー、ドナーファミリーへの感謝の気持

ちを新たにする、集いに出席させていただきましてありがとうございました。』（レシピエント 小

西尚子様） 

 

このようなご感想を頂くことができたこと 

を、スタッフ一同とても嬉しく感じており 

ます。また、立場が違う出席者の皆様が、 

心が繋がる時間を過ごせるような活動を 

続けてゆく所存です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドナーファミリーの集い〈東京国際フォーラム〉 
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ラン・フォー・ビジョン〈千鳥ヶ淵公園〉 

午後の部のラン・フォー・ビジョンにおいては、当日未明まで降り続

いた雨のため、足下の悪い中、早朝よりボランティアおよびご協賛社

の方々にお手伝いいただきました。徐々に天気も回復し、フェーン現

象により 30℃にせまる気温の中、ｼﾞｮﾝｿﾝｴﾝﾄﾞｼﾞｮﾝｿﾝ株式会社 ﾋﾞｼﾞｮﾝｹ

ｱｶﾝﾊﾟﾆ- 松本真理様による合図とともに総勢 350名で 14:30のスター

トを迎えることができました。 

 

今年も関東学生陸上競技連盟のご協力を賜り、視覚障害ランナーの伴

走をお願いしました。箱根駅伝への出場を控えた学生の皆様に、社会

貢献活動の一環としてご参加いただけますことに深く感謝申し上げま

す。 

 

沿道においては、東京視覚障害者ランニングクラブの皆様のコース誘

導により、ランナーおよび歩行者の皆様の安全確保ができました。ま

た、計測工房の方のご協力により、ＩＣチップによる計測で、迅速に

記録証を発行することができました。深く御礼申し上げます。 

 

また本大会はチャリーティマラソンですので、みなさまから頂きまし

たご浄財は、主催・共催を含めた 9つのアイバンクの活動推進のため

に役立てさせていただきます。参加者の皆様をはじめ、サポートして

下さった皆様に深く感謝を申し上げるとともに、これからも、一人で

も多くの移植を待つ方に光をお届けできるよう、一層努力してまいり

ます。 

 

本大会では、第 13回大会よりご協力いただいている国士舘大学

ウェルネスリサーチセンターの「AEDモバイル隊」の方 9名にマ

ウンテンバイクによる沿道救護を、大会本部の千鳥ヶ淵公園で

は、東京歯科大市川総合病院の看護師４名の方に救護テントでの

待機をお願いしました。メディカルサポートの皆様のご協力によ

り、季節外れの高温の中、事故や大きなけが人もなく、ランナー

の皆さんが安心して走りきることができました。 

毎年、児童劇団「大きな夢」の

子供たちは、愛らしい笑顔と美

しい歌声を参加者にプレゼント

していただいています。 

児童劇団「大きな夢」 
 

作品展 
 

提供者やそのご家族に感謝の気持ちを伝えようと、作

品展に寄せられた移植患者様からの作品は、どれも光

を取戻し創作することの喜びが伝わるものでした。 

出展いただきました皆様に 

心より感謝申し上げます。 

今年も「千の風になっ

て」を合唱する子供たち

の優しい歌声が会場を包

み、参加者の心を繋ぎ、

閉会を迎えました。 

 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾀｰ 

ｼﾞｮﾝｿﾝｴﾝﾄﾞｼﾞｮﾝｿﾝ㈱ 

ﾋﾞｼﾞｮﾝｹｱｶﾝﾊﾟﾆｰ 

浦島 史惠様 
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 お知らせ 

 

第 15回「ドナーファミリーの集い」 

         ＆「ラン・フォー・ビジョン」 
 

2012年 10 月 14 日（日）開催決定 
 

2012 年 4 月に場所などの詳細をホームページにてご案内いたします。 

  

 

News Letter 

第 2巻 第 1号 

発行日 2011/11/8 

 

角膜センター 
〒272-8513 

千葉県市川市菅野 5-11-13 

東京歯科大学市川総合病院 

 
電話:(047) 324-5800 

FAX:(047) 324-8590 
 

E-Mail:info@eyebank.or.jp 

ホームページもご覧ください 

 
URL: 
http://www.eyebank.or.jp 

当センターは、角膜移植を中心と

した医療・研究を通じて視力の保

護・改善を目的として活動しており

ます。「患者さんのために」をモット

ーにアイバンク事業、角膜移植セ

ンター、研究事業などを行っており

ます。 

【後援】   

厚生労働省、日本角膜学会、日本再生医療学会、日本抗加齢医学会、東京都眼科医会、 

東京麻布ライオンズクラブ、行徳ライオンズクラブ、市川パインツリーライオンズクラブ、 

東京視覚障害者ランニングクラブ、日本点字図書館、（財）日本テレビ系列愛の小嶋事業団 

 

【協力】  

関東学生陸上競技連盟、ＮＰＯ日本盲人マラソン協会、児童劇団「大きな夢」、 

（協）日本俳優連合、国士舘大学ウェルネスリサーチセンター、角膜移植患者の会 

本大会の開催を支えてくださった、参加者の皆様をはじめ、下記団体・ご協賛社・共催バンク、そして、東京歯
科大学市川総合病院眼科の皆様に、この場をお借りして深く御礼申し上げます。 

編集後記 

年に一度のビックイベントも終了し、正直ほっとしています。本年は、センタ

ースタッフの入替があり、半数がイベント初参戦のスタッフでした。無事に終

了できましたのも、多くの関係者の皆様のお陰だと改めて感謝申し上げます。 

昨年より発刊をスタートしました News Letter も第２巻を発行することができ

ました。今後も我々の活動を幅広くご紹介していきたいと思います。 

最後までお読みくださりありがとうございました。 

【ご協賛社】  

ACUVUE、SUNCREST、熊本県ライオンズクラブ献眼・献腎・献血運動協力会、 

（株）日本アルトマーク、参天製薬（株）、資生堂薬品（株）、（株）シード、ノバルティスファーマ（株）、 

（株）ハーバー・マネジメント、ファイザー（株）、（株）フカガワ、（株）ホワイトメディカル、（株）メディプロデュース、 

（株）モリア・ジャパン、両国眼科クリニック、アステラス製薬（株）、（株）アールテック・ウエノ、（株）エスアールエル、

（株）オグラ、熊本眼科病院、興和（株）、（株）サンコンタクトレンズ、千寿製薬（株）、日本アルコン（株）、 

（株）日本ルミナス、ＭＳＤ（株）、ＨＯＹＡ（株）、南青山アイクリニック、（株）メディカル葵出版、（株）薬研社、 

ロート製薬（株）、ワシエスメディカル（株）、大塚製薬（株）、キリンビバレッジ（株）、（株）ドール、 

（株）フォーシーズ（PIZZ-LA）、ライオン（株）、コーナン・メディカル、富田商事（株）、わかもと製薬（株）、 

ティーワイ・エクスプレス（株） 

 
【共催】  

慶大眼球銀行、(財)静岡県アイバンク、(財)北海道アイバンク、(財)山形県アイバンク、(財)兵庫アイバンク、 

(財)熊本県角膜・腎臓バンク協会、読売アイバンク、一般社団法人日本スキンバンクネットワーク  

http://www.eyebank.or.jp/

